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甲種受験資格欄
に記入する略称

学　位

４種類

実務２年

１５単位

大学等卒

証明書類大学等及び資格詳細対　象　者

10 甲種危険物取扱者試験の受験資格

〔１〕
　大学等において化
学に関する学科等を
卒業した方（専門職
大学の前期課程を修
了した方）
※当センターのホームページを参

照してください。

〔２〕

　大学等におい

て化学に関する

授業科目を15単

位以上修得した

方
※当センターのホームページ

を参照してください。

〔３〕

　乙種危険物取

扱者免状を有す

る方

〔４〕

　修士・博士の

学位を有する方
※当センターのホームページ

を参照してください。

［備考］
１　〔１〕の高等学校及び中等教育学校の専攻科については修業年限が２年以上のものに限ります。
２　〔１〕、〔２〕の専修学校については、修業年限２年以上、総授業時数１７００時間以上の専門課程に限

り認められ、証明書類として表の書類のほか次のいずれかの書面が必要になります。（ただし、表の証明
書類に次の（１）又は（２）の内容が記載されている場合は、次の（１）又は（２）の書面は不要です。）

（１）専門士又は高度専門士の称号が付与されていることを証明する書面又はその写し
（２）専修学校の専門課程の修業年限が２年以上で、かつ、課程の修了に要する総授業時数が１７００時間

以上であることを証明する書面（書式例１参照）
３　〔２〕の大学、専門職大学、短期大学、専門職短期大学、高等専門学校、大学院、専門職大学院等に

おける修得単位は、卒業、在学中、中途退学又は通信教育等にかかわりなく算定することができます。放
送大学も同様に算定できます。

　また、複数の大学等において単位を修得した場合は、それぞれの単位を通算することができます。
４　〔３〕の「乙種危険物取扱実務経験証明書」は、事業主等の証明書です。受験願書のB面裏の様式を

使用してください。
５　旧大学、旧専門学校、高等師範学校、実業学校教員養成所等の卒業者及び単位修得者、専門学校卒

業程度検定試験合格者も受験資格を有する場合があります。詳細はお問い合わせください。
６　過去に甲種の受験申請をしたことのある方は、その時の受験票（控）又は試験結果通知書（資格判定

コード欄に番号が印字されているものに限る。）を提出することにより受験資格の証明書に代えること
ができます。（コピー可）

７　受験願書の氏名と各証明書類の氏名が相違している場合は、戸籍抄本等の証明書類を添付してくだ
さい。

修士、博士の学位を授与された方で、化学に

関する事項を専攻したもの（外国の同学位も

含む。）

学位授与証明書
又は

学 位 記 等

（学位を取得しているこ
と、かつ、化学に関する
事項を専攻したことが
わかるもの）

乙種危険物取扱者免状の交付を受けた後、危険

物製造所等における危険物取扱いの実務経験が

２年以上の方

次の4種類以上の乙種危険物取扱者免状の交付

を受けている方　

　○第１類又は第６類　○第２類又は第４類

　○第３類　　　　　　○第５類

乙種危険物取扱

者免状及び

乙種危険物取扱

実務経験証明書

大学、専門職大学、短期大学、専門職短期大
学、高等専門学校（高等専門学校は専門科目に
限る）、大学院、専門職大学院、専修学校　
大学・短期大学・高等専門学校の専攻科　
防衛大学校、防衛医科大学校、水産大学校、海
上保安大学校、気象大学校、職業能力開発総合
大学校、職業能力開発大学校、職業能力開発短
期大学校、外国に所在する大学等

単位修得証明書

（書式例２参照）

又は

成績証明書

（修得単位が明記され
ているもの）

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校　
大学・短期大学・高等専門学校・高等学校の専
攻科、中等教育学校の専攻科　
防衛大学校、職業能力開発総合大学校、職業能
力開発大学校、職業能力開発短期大学校、外国
に所在する大学等
専門職大学の前期課程を修了

卒業証明書

又は

卒 業 証 書

（学科等の名称が明記
されているもの）

乙種危険物

取扱者免状

※証明書類（払込受付証明書を除く）は、原本またはコピーを添付してください。
　コピーは証明書類の全体が鮮明に確認でき、印影がかけないようにしてください。
※証明書類が外国語の場合は日本語訳を添付してください。
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福岡県

各 種 証 明 書 等 貼 付 欄

貼付する証明書 原本またはコピーを貼付。）

消防　太郎 S 47年４月22日
第３石油類

H19年4月1日からH23年4月3日まで

○年○月○日

（４年　　月）

第４類

・製造所　　・貯蔵所　　・取扱所

消防石油(株) 消
防

石
油
(株)

消
防

代表取締役社長
消防　次郎
○○○‒○○○‒○○○○

危険物取扱者免状をお持ちの方は免状のコピーを必ず貼付してください。

　※押印すること。

福　岡　40

◯月◯日まで
1404 1399 9999

消防太郎

47

こ の 部 分 に の り づ け し て く だ さ い 。
なお、この部分に「振替払込受付証明書」は貼付しないでください。

免状の交付を受けた日にちから実
務経験証明書の証明年月日より前
の日にちまでの期間

各種証明書貼付欄

― 8 ―



【書面申請者用受験票】　※受験票はイメージです。（ハガキサイズ）

必ず写真を
貼ること

試験会場・
試験室を確認

受験者の氏名を
書くこと

【電子申請者用受験票】　※受験票はイメージです。（受験者本人がA4サイズに印刷）

必ず写真を
貼ること

試験会場・
試験室を確認

受験者の氏名を
書くこと

（一財） 消防試験研究センター 福岡県支部

（試験室） ◯◯教室

令和
消防 太郎

（正面、無帽（宗教上又は医療
上の理由がある場合を除く。）
無背景、上三分身像）
しっかりのり付けして下さい。

（セロハンテープ不可）

。

（一財） 消防試験研究センター　福岡県支部

（試験室） ◯◯教室

（試験室） ◯◯教室

（ 要 注 意 ） 
■ 受験票を持参していない方

■ 写真を貼っていない方

■ 本人確認ができない写真を貼っている方

以上の方は受験することができません！

必ず写真を貼った受験票を持参してください！

令和

令和
消防 太郎

（正面、無帽（宗教上又は医
療上の理由がある場合を
除く。）無背景、上三分身像）
しっかりのり付けして下さ
い。（セロハンテープ不可）

。

良い写真

悪い写真

（顔だけの写真はダメ） （顔が小さすぎる写真はダメ）

3mm
以上

3mm
以上

3.5cm

4.5
cm

山折りして、裏面を
のり付けしてください。

切り取り線に沿って
切ってください。

住所に変更がある場合は、
試験当日に試験室内で
申し出てください。
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11　受験票及び写真について
（1）受験票の送付について
　　【書面申請された方】
　　 令和８年６月８日（月）に発送する予定です。
　　（受験願書に記入した住所に送付します。）

※試験日の１週間前になっても受験票（ハガキサイズ）が届かない場合は、必ず試験
日の前（土、日、祝日を除く月曜日から金曜日）までに当支部あてにご連絡ください。
受験票が届かない場合の問合せ先　
消防試験研究センター福岡県支部　０９２-２８２-２４２１（平日９：００～１７：００）

　　【電子申請された方】　
令和８年６月８日（月）に申請時に入力された電子メールアドレスあてに、受験票
がダウンロードできる旨のメールを当センターから送信します。
受験者本人が受験票を当センターホームページからダウンロードして印刷してください。
（A4サイズに印刷）
※通知メールが届かない、ダウンロードができない場合は、必ずご連絡ください。

通知メールが届かない場合等の問合せ先　
電子申請室　０５７０-０７-１０００（平日９：００～１７：００）

（2）受験票に貼る写真について（書面申請・電子申請共通）
受験日前 6 ヶ月以内に撮影した正面・無背景・無帽（宗教上又は医療上の理由がある
場合を除く。）・上三分身像の縦 4.5cm、横 3.5cm又はパスポート規格の大きさの枠
無しで、顔がよくわかるものを 1 枚準備して 受験票に貼付してください。

　※１　写真の裏面に撮影年月日・氏名・年齢を記入した上で、全面のりづけしてくだ
さい。（セロハンテープ等は絶対に使用しないでください。）

　※２　不適切な写真（サングラス、前髪が目にかかっている、背景が写っているなど）
や不鮮明な写真を貼られた場合、受験することはできません。
デジタルカメラを使用する場合は、従来の写真と同等の画質で、写真専用紙に
印刷されたもの以外は認めません。

　※３　受験票の写真は受験者本人の確認及び危険物取扱者免状の作成に使用しますの
で鮮明な写真でお願いします。

（3）受験票の氏名欄は受験者の氏名をかい書で記入してください。

《注》 《注》 《注》 乙種危険物取扱者免状の交付を受けた後の危険物取扱い
　　 の実務経験《注》

書式例３　実務経験証明書

― 10 ―



15 注意事項
(1)     受験に関する事項

16

17

(2)     駐 車 場に関する事 項
試験会場に駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。

※　試験会場外での特定業者による試験結果通知の有料サービスは当センターとは、
　　一切関係ありませんのでご注意ください。

14 試験の方法

合格基準

合格発表
　合格発表日は、令和８年７月下旬です。受験者全員に郵送ハガキで合否の結果を直接通知します。ま
た、支部の窓口に合格者の受験番号を公示するほか、正午からホームページに合格者の受験番号を掲示
します。 

①　写真を貼った受験票を必ず持参してください。
　　受験票を持参していない・写真を貼っていない・本人と確認できない写真を貼付している
などの場合、受験をすることはできません。

②　筆記用具はHBまたはBの鉛筆（ボールペン不可）とプラスチック消しゴムを持参してください。
③　本人確認のため写真付きの身分証明書（運転免許証・学生証など）の提示をお願いするこ
とがあります。

④　テンプレート等の定規類、電卓、携帯電話（スマートフォンを含む。）、スマートウォッチ等
の電子機器類は一切使用できません。（これらの電子機器類を時計として使用することはでき
ません。）

⑤　試験問題集及び解答カードは持ち帰ることはできません。また、問題集の一部を切り取った
り書き写したり、またカメラ等で撮影することもできません。このような行為は、失格とな
りますので注意してください。

⑥　カンニング等により不正行為とみなされた場合、受験は直ちに中止、試験は失格となります。
⑦　一旦納入された試験手数料並びに受験願書はお返しできません。また、受験願書を一旦提
出し、当支部で受理された後は、受験日、受験地及び試験の種類など、記載事項の変更は
一切できません。

(3)     その他
①事故等により会場や日程を変更する場合には、福岡県支部からの緊急情報としてホーム

ページに掲示します。特に、気象庁が発表する特別警報等の防災情報に対処して試験日
時を変更する場合の緊急情報は、試験開始時間の 2 時間前までに掲示します。

②身体の障害等により受験に際して必要な配慮（車椅子、補聴器、拡大鏡等の使用など）を
希望される場合は、受験申請をする前にご相談ください。なお、内容によっては、ご希望
に沿えない場合がありますので、あらかじめご承知おきください。

16 17

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰

甲種、乙種の試験については五肢択一式、丙種の試験については四肢択一式の筆記試験です。

一般財団法人

甲種、乙種及び丙種危険物取扱者試験ともに、受験した科目毎の成績が、それぞれ 60％以上であること。
なお、試験科目の一部免除をされた方については、免除された以外の問題で上記の成績であること。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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５年以上消防団員
として勤務し、か
つ、消防組織法第
51条第４項の消防
学校の教育訓練の
うち基礎教育又は
専科教育の警防科
を修了した方

12

13

 基礎的な物理学及び基礎的な化学（物化）乙      種

13

免 除 資 格 者

いいます。

火薬類免状を有する
科目の一部免除申請者
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九州国際大学への交通案内

●ＪＲ利用
　八幡駅下車　徒歩約８分

八幡病院

八幡市民会館

八幡図書館

北九州
八幡東病院

JICA
九州

JR八幡駅

車乗入禁止の試験会場

九州国際大学

６月28日（日）

６月28日（日）
至福岡

車乗入禁止の試験会場

●JR久留米駅からバス利用
　西鉄バス　朝妻又は久留米大学前下車
●JR利用
　JR久大線　久留米大学前駅下車　徒歩約３分

学
大
米
留
久

舎
学
井
御

校
学
中
設
附
学
大
米
留
久

校
学
等
高
設
附
学
大
米
留
久

（御井キャンパス）
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　警察署や付近住民から近辺の交通混雑を起こさないように注意・苦情があっていま
すので、会場への車の乗入れ・送迎は禁止します。会場周辺の店舗等への無断駐車は
絶対しないでください。公共交通機関をご利用ください。
　※試験会場への問い合わせはしないでください。
　※会場は全面禁煙です。

試 験 会 場 案 内 図

東大橋 下伊田 夏吉

東町
東町バス停

鉄砲町

伊田大橋

伊田大橋バス停

日の出町

↑宗像・直方 ↑直方

R201
大分・北九州→

行橋・
→

北九州

TRIALTRIAL

伊田小伊田小

●県土整備事務所●県土整備事務所

番田橋

新橋

JR 田川伊田駅

南大通り

←福岡・飯塚←福岡・飯塚

日
田
彦
山
線

添田・英彦山→

R3
22

平
成
筑
豊
鉄
道

彦山川

伊田本町口バス停

●ＪＲ利用
　田川伊田駅下車　徒歩約１５分
●バス利用
　西鉄天神高速バスターミナルから
　　福岡県立大学下車

福岡県立大学への交通案内

福岡県立大学

福岡県立
大学バス停

伊田駅バス停

車乗入禁止の試験会場

※ 車での来場禁止
　 ご注意ください。

６月21日（日）

車乗入禁止の試験会場

●JR利用
　鹿児島本線　九産大前下車　徒歩約1分
●西鉄バス利用
　九州産業大学南口下車　徒歩約1分
　九州産業大学前下車　徒歩約1分

九州産業大学への交通案内

唐
原
バ
ス
停

九
産
大
前

九
産
大
前

JR
鹿
児
島
本
線

JR
香
椎
線

九州産業大学前バス停

香椎東ラ
ンプ

都市高速 国道３
号線

立花寮

九州産業大学
南口バス停

九州産業大学
南口バス停
九州産業大学
南口バス停

九州産業大学

正門

北門

国
道
495
号
線

６月21日（日）
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　　　城南区 城南警察署内

　　　西　区 西警察署内

　　　　小倉南区 小倉南警察署内・北九州自動車運転免許試験場内

地 域 交通安全協会等福岡銀行
福岡市中央区 中央警察署内本店・渡辺通支店

　　　博多区 博多警察署内・博多臨港警察署内
福岡県危険物安全協会博多支店・県庁内支店・雑餉隈支店

　　　東　区 東警察署内箱崎支店・香椎支店
　　　南　区 南警察署内・福岡自動車運転免許試験場内大橋支店

　　　早良区 早良警察署内西新町支店

糸 島 市 糸島警察署内糸島支店
春 日 市 春日警察署内
筑 紫 野 市 二日市支店
粕 屋 郡 粕屋支店 粕屋警察署内
宗 像 市 宗像交通安全協会会館内宗像支店
北九州市小倉北区 小倉北警察署内・北九州市防災協会（北九州市消防局庁舎内）小倉支店

　　　　門 司 区 門司警察署内門司駅前支店・門司支店
　　　　戸 畑 区 戸畑警察署内戸畑支店
　　　　八幡西区 八幡西警察署内・折尾警察署内・黒崎優良運転者免許更新センター内黒崎支店・折尾支店
　　　　八幡東区 八幡東警察署内八幡支店
　　　　若 松 区 若松警察署内若松支店
直 方 市 直方警察署内直方支店
宮 若 市 宮若交通安全協会宮田支店
飯 塚 市 飯塚警察署内・筑豊自動車運転免許試験場内飯塚支店
嘉 麻 市 嘉麻警察署内山田支店・稲築支店・大隈支店
田 川 市 田川交通会館内伊田支店
田 川 郡 添田警部交番内・田川警察署川崎交番内添田支店
行 橋 市 行橋警察署内行橋支店
豊 前 市 豊築交通会館内豊前支店
朝 倉 市 朝倉地区交通安全協会会館内甘木支店
う き は 市 うきは警察署内吉井支店
小 郡 市 小郡警察署内小郡支店
久 留 米 市 久留米市交通安全協会会館内久留米営業部
大 川 市 大川大木交通安全協会大川支店
筑 後 市 筑後自動車運転免許試験場内筑後支店
柳 川 市 柳川警察署内柳川支店
み や ま 市 瀬高支店
八 女 市 八女交通安全協会会館内・八女交通安全協会東部事務所内八女支店・黒木支店

大牟田警察署内

みやま市役所山川支所内

大牟田支店大 牟 田 市

福岡県領収証紙販売所（令和８年２月５日現在）

合格者の免状申請時には福岡県領収証紙が必要です。

※福岡県支部では販売しておりません。

― 17 ―

福岡県領収証紙で2,900円

危険物取扱者免状は必ず申請時に提出してください。

この手続きが完了しないと免状の交

※新しい免状を申請者に送り届けるための封筒です。

460円分（簡易書留郵送料、令和８年４月
１日現在）の切手を貼り、受験番号を裏面左上部に記入してください。

新規免状の交付は、免状交付申請締切後約 1ヶ月かかります。

（提出していただいた（1）③免状返送用封筒でお送りします。）

（平日9：00～17：00）

付ができません。

18

（注）  福岡県領収証紙販売所は 17 ページに案内しております。
　　  福岡県外在住の方は当支部へお問合せください。

申請者の住所・氏名を記入し

※　郵送の場合、簡易書留で送ると郵便局のホームページ等で配達状況が確認できます。

　　郵送料金は重さ等によって異なります。

①

②

③

⑤

④　免状に旧姓併記を希望される場合は、事前に当支部にお問い合わせください。

⑥

［記入例］

必ず460円分の
切手を貼付してください。

本人が受取できる
住所を記入してください。

消

防

太

郎

様

×× ×△△△△

［簡易書留郵送料］

※会社等で免状の一括交付を
希望される場合は、別途、申
請者名簿を添付してください。

1  ～  7 名分……460 円

※また、試験日から 6 ヶ月を過ぎて申請される場合は、写真の再提出が必要となります。

〰〰〰〰〰

二連の結果通知書・免状交付申請書

① ③

（一財）

８名以上の場合、重さにより
料金が異なりますので、支部
にご連絡ください。
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※ センターが作成した新免状をあなたに郵送するための封筒用です。

簡 易 書 留

◎簡単宛名シール

※※

※免状を送ってほしい住所・氏名を記入して、点線にそって切り取り、定形封筒にはりつけて
　免状返送用封筒として使用してください。

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

46
0

送
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個人情報の取り扱いについて
　一般財団法人消防試験研究センター（以下「当センター」という。）は、危険物取扱者及
び消防設備士試験の実施と免状作成業務を行っています。
　当センターは、試験及び免状事業の実施機関として個人情報を取り扱っていますので、個
人情報の重要性を十分認識し、その保護の徹底を図るとともに、個人情報の保護に関する法
令及びその他の関連する規範を遵守し、収集した個人情報は、正確、かつ、安全に取り扱い
ます。

1　当センターの個人情報の内容と利用目的は次のとおりです。
①　個人情報の内容
　氏名、生年月日、本籍、住所、電話番号、勤務先名、学校名、職業、顔写真、メールア
ドレス等です。
②　利用目的
　利用は、本人確認、本人への通知・連絡、試験における座席への氏名表示、免状交付申
請書、受験票への表示、免状作成、免状交付状況に係る事項等の当センターの業務の範囲
内で行います。

2　当センターは、利用目的を達成のため、当該情報を業務委託先に預託する場合がありま
す。その場合の業務委託処理は、個人情報を保護するための措置及び業務委託先との責任関
係の明確化を図るとともに、業務機器等の安全対策を確実に実施しています。

　なお、個人情報の提供は、団体受験に関し当該団体代表者へ提供するもの及び法令等に基
づくものに限定し適切に取り扱います。

※ 一般財団法人消防試験研究センターは試験実施機関であり、受験準備のための
講習会や参考書等の出版は、一切行っておりません。
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都市高速
２号線

都市高速

博多呉服
郵便局

福岡県庁方面

至吉塚駅

中洲方面

至南福岡駅

博多口

博多駅

天神方面

〈明治通り〉

〈昭和通り〉

〈那の津通り〉

千鳥橋

香椎方面築港本町長浜方面

〈
大
博
通
り
〉

呉服町

蔵本

蔵本

福岡
銀行 蔵本

蔵本

神屋町

蔵本

３番出口
G SG S

４番出口

５番出口２番出口

１番出口

地下鉄箱崎線 呉服町駅

呉服町
呉服町

ビジネス
センター

西日本シティ
銀行ホテル日航

福岡
朝日ビル福岡

センタービル

博多小学校

ミニストップ 原
三
信
病
院

福岡国際
センター

福岡
サンパレス

日通ビル 浜口公園

ココ

呉服町ランプ

消防試験
研究センター
福岡県支部

（ふくおか石油会館３階）

◯ チ ェ ッ ク 項 目

危険物取扱者免状の交付を受けている方は、その免状のコピーを貼りましたか？

受験資格または科目免除を受けるための資格を証明する書類等を貼りましたか？

記入漏れや書き間違いなどはありませんか？

◯欄にチェックし、確認してみてください。

受験票及び結果通知書が受け取れる住所を記入していますか？
（試験当日に受験票がないと受験することができません）
希望する受験地・試験種類を記入していますか？
（受付後は一切変更・取消ができません）
払込用紙（郵便局（ゆうちょ銀行）窓口用払込用紙　　　）にて払込みの場合
受験願書に貼ってくださいと書いてある
「振替払込受付証明書（お客さま用）」（原本）を貼りましたか？
（郵便局の受付日附印がないものや振替払込請求書兼受領書は無効です）
願書B面の2次元コード経由にて払込みの場合
決済完了メールに記載されている決済完了番号を願書B面に記入していますか？
払込みで使用した2次元コードのある願書を提出していますか？
※願書ごとに2次元コードは異なります。

書面申請用願書の最終チェック

試験用
ど
ち
ら
か
選
択

or

 【問合せ先】
  一般財団法人 消防試験研究センター 福岡県支部
  〒８１２－００３４ 福岡県福岡市博多区下呉服町１－１５（ふくおか石油会館３階）
  ＴＥＬ　０９２－２８２－２４２１ ／ ＦＡＸ ０９２－２８２－２４２２
  ホームページ　https://www.shoubo-shiken.or.jp/
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